
＊ アンケート回答者数：76 名

(参加者:95名 アンケート回収率:80％)

Q.1 今後、講習会を受けてみたいと思いますか？ Q.2 1年に何回の開催を希望しますか？
＊複数回答あり

Q.3 開催曜日、時間の希望がありますか？ Q.4 今後、個別の症例検討のような企画を
＊複数回答あり 考えていますが、必要だと思われますか？

※ 平日･9:00/13:00/14:00/15:00～

第1回 高齢者排泄ケア講習会 アンケート 集計結果
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Q.5 その他、講習会について何かご意見、ご要望がございましたら、ご記入ください。

＊ 講習内容の資料が欲しいです。（内容を読む前にどんどんスライドが変わってしまってゆっくり聞けません）

＊ スライドで見せていただいたことを少しずつ広げていっていただきたいと思いました。

＊ 実際の施設での尿失禁に対する取組みや、オムツを外すための対策と結果など、具体的な講習会が開かれれば良

いと思います。

＊ 訪問看護として現場に生かせるよう具体的な策があれば聞きたい。

＊ 全オムツ排尿から離脱できた(尿失禁等)例があれば実例を知りたい。

＊ 痴呆と排尿関係等について講義があればと思います。

＊ もう少しグラフなどの資料があったら良いと思いました。

＊ 「排尿権」という言葉をはじめて知りましたが、高齢者の人権が叫ばれている中、重要な問題と認識しました。

それぞれの先生方の情熱が伝わってきました。

＊ 私は現場で働いている人間ですので、現場の入居者に直接関わることをもっと知りたかったと思います。

＊ 委員会の発足のとっかかりが医療(医師)ということで、内容的に偏りがあったと思いますが、大変勉強になりま

した。総論だけでなく、具体論も交えた講習会を期待します。(例：総論を年 2回、その間に各専門職の講習【選

択参加制】する等)

＊ 現在ホームヘルパー2 級の資格取得を目指して、スクールに通っていますが、とても勉強になりました。調査デ

ータの解説および、今後の取り組みについてでしたが、現場の声、利用者の声などもっと聞いていみたいです。

＊ 在宅で訪問リハに行き続けると、身体精神能力の低下に相関関係があるように排泄問題が起きてきます。その方

の姿勢、筋力、身体的活動性も大きく、排泄の能力低下に関係していると思います。

◎ 歩行能力低下（歩けない身体状況）歩容歩数低下

◎ 夜間熟睡できない、精神不安・うつ状態

◎ 排尿の失敗に対する不安より頻尿⇒膀胱の許容量低下等を起こしている方が多いです。排尿と筋力といった

データを知りたいです。体験上、身体能力筋力向上に伴い失禁も軽減するケースを多くみかけます。

◎ 本間先生の後半の話がとても面白かったです。

◎ 具体的な改善例を知りたいです

＊ 相談システムについてもっと詳しく知りたい。相談の場も作って欲しい。

＊ 排泄管理医、管理 Ns の連絡先等を知りたかった。

＊ 排泄改善における現場での実施例の紹介。また、実施例の統計にともない、痴呆度、寝たきり度において「この

レベルではできるだろう」というある程度の基準が出れば、他の施設でも実施しやすいのではないでしょうか。

＊ 専門医に診せたほうがいいとは思いますが、療養型に入院されている患者さんは歯科以外を受診されると病院負

担と聞きました。また、家人がなかなか専門医に連れて行かれません。どう援助すればいいか？と思います。

＊ 講習会での資料はいただけないのでしょうか？お願いしたのですが、よろしくお願いいたします。

＊ 現場の生の声を聞く機会もあれば参考になると思います。

＊ 介護するのにもっと具体的なことをお聞きしてみたかったです。

＊ 義両親の介護をして約 2年、パーキンソン病の父（介 3）、アルツハイマーの母（介 2）です。父はリハビリパン

ツをしていますが、専門医にご相談した方がよいものか、いきなり病院に伺ってよいものか方法を教えていただ

ければと思います。誘導をするという行動は大いに改善できるときもありました。

＊ データ等の検討が多く、内容が難しく感じた。いろいろな症例を出してもらい実例をあげて説明を受ける方が実

践には役立つのではないかと思う（分かりやすい講演お願いします）。失禁は年齢のためと思っていたが、意識

は変わったように思う。ありがとうございました。

＊ 排便障害の具体事例と対応方法等についての講演

＊ 本間先生の排泄学の話は興味深く聞きました。

＊ とても良い勉強になりました。

＊ 講演内容に沿った資料を手元に配布していただければと思いました。

＊ 排便のことも詳しく聞いてみたいです。


